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ブリ落網の改良に関する研究（第２報）
構造を異にした落網の模型実験

金森政治・江波澄雄

年１２月

StudiesonthelmprovementofYellow-tailSettingNet（Ⅱ）

－ModelExperimentonTrapNetsofVariantConstructions

MasaziKANAMORＩａｎｄＳｕｍｉｏＥＮＡＭＩ

１．はしがき

筆者等はさきに中層式獅落網を設計し，その技術的性能について検討を加えたが，その

結果を勘案して更に，構造上改良を加えた２種の網を設計し，現在鹿児島県下に於て使用

されている標準的な鯛落網とについて，模型実験に依り比較検討し，その優位性を認めた

のでその概要を報告する．
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２．実験網の設計と構造上の特徴
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実験網は第１図に示したＡ,Ｂ,Ｃの三種である．Ａ網は外登と嚢網に天井網をつけ蕊網

を水面下５間の処に導き，従来の落網の嚢網より容積に於て鞘程度減じ，内登の代りに漏

斗網２枚を‘使用し，外登網付障子網もなくした．揚網は褒網中央部の漏斗網部から行い，

揚網時の外昇網に対する力の影響を少〈しようとした．

Ｂ網は運動場にも天井網をつけて，Ａ網では水面にあったものを水面下５間の処に型綱

から吊り下げた．その他の構造はＡ網と同様である．
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Ｃ網は実物網のモデルとして鹿児島県内ノ浦町二本松漁場で現在敷設されているもので

ある．
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４．網成｜）の観察

網成りの観察比較は前報(2)と同じく，各流向，流速について行ったが，実際漁場で最も

多い流向「い」及び「ろ」，即ち運動場台及び蕊網台とから身網に平行に潮が流れている

場合を表示すると第２表の如くなる。写真撮影は上面と側面とから試みたが,憤り面撮影は

装置と採光の関係で良好の結果が得られ’ず，上面撮影結果は考察の参考に供した。．
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各網の網地，浮子，沈子，土俵，諾綱類の材料，配置についてはここ･亡は省略したが，

身網全体の浮力総計，網地水中重量，余剰浮力，土俵水中重量，固定力等は第１表のとお

りで，Ｂ網の浮力総計，土俵水中重量はＡ網の約弛とし，Ｃ網は略麦その中間をとって

いる事になる．

各模型網は,実物網の１/l20dRとし，田内博士の｢漁網に於ける比較法則｣③によって製
作した.〆

噸型網の網糸の太さD',網目の太さL'と実物網のそれらＤＷとの比号=告=器=０.岨
模型網の網糸比重β′を1.25,実物網のそれをｐ〃１．４１としたので模型網と実物網との流速の比は

器=I/号.湯=0.296とし,実物卿-部が異った材料を使用した時,流速の比を変らな
い様に器＝器＝鴇・器三+＝0.137(言ﾆﾗ．‐プ"'=Ⅲ,綿糸'p"=棚の
時0.0214,ワイヤーローフ°βp'＝7.83,綿糸βp"＝1.39の時0.0904）．模型網の浮子は上質のコ

ルクでその浮力F'と実物網のそれF"との比睦景=諾･器＝22×'0-?,模型網の土俵重

量w,と実物網のそれw"の重量比器＝鍔.叢.子.器＝19.8×,｡-耐，沈子の
場合の重量比剛.Ｍ０－噸型網の抵抗をf',実物網のそれを侭'けると号=窯･叢･器
即ちｆ〃＝４．３７×１０７f'．

３．実験装置

今回は従来のうk槽実験によらず河川の自然流水利用を試みた．即ち鹿児島市外草牟田川

の瀬を利用し，巾３ｍ，長さ25ｍ，深さ50ｃｍの水路を得，必要な水深及び流速を得る

為に上流，下流に於て適宜水をせきとめ叉は流水してその調節を行った．模型網の建込盤

は２，平方の1.6ｍｍ鉄板を使用し，５０ｃｍの高さまで自由に上下出来る様にアームで

下の支へ枠に水平に装置した
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網成り第２表 ､観察ｊ結果
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*本学部海洋気象学教室高橋淳雄助教授の試作による。

５．抵抗測定結果の考察

抵抗は天秤式の測定装置に依って，土俵綱にかムろ流jI'しの抵抗を測定した．（感度０．４９
以上）

＊

この場合野外実験の為に風の影響を無視する事が出来なv,ので「熱電推式微力風速計」

い，ろは夫盈運動場台，蕊網台より流れをうける時の流向単位一cm/scｃ（流速〕

流向「い」の場合，12.9cm/Sec（弘mil/ｈ），附近の流速の場合Ａ､Ｂ､Ｃ網とも網成りは

良好で，浮子の沈下，網砺の浮上もなく，勿論魚の乗網も可能である事は明かである．潮

上の運動場浮子が最初に沈下し始める流速はＡ,Ｂ,Ｃ,夫ﾉ目『20,18,20cm/Sc揃後･で，潮下の

嚢網合浮子を残して至浮子が沈下するのは夫ﾉﾐr40,38,45cm/sec前後であった．運動場横

切りの沈子方が浮上しはじめる流速は夫麦３８，３５，１５c､ﾕ/scc前後で，その全:部が浮上の傾

向を示すのはＡ,Ｂ網では40～45cm/sec，Ｃ網は30cm/secで早くも全部浮上する6網がふかji'し

て端口が強程度塞がると思われる時の流速もＡ,B網では40cm/息ec前後であるに対しＣ網では

30cm/secでその傾向を示している.嚢網の網成りも流速が早くなるど逐次変形してくるが，

38.6cnl/secの状態に於て比較すると何れもかなり変形浮上しているがＡ,B網とも魚の乗網に

は支障ない様であり，ｃ網は他に比較して底網の変形，波動著しく乗網不可能と判定した・

魚の乗網が一応可能と認定出来る限界はＡ,Ｂ網では約50cm/sec前後でＣ網では30cm/sｃｃ
であらう．

流向「ろ」の場合についても大体流向「い」の場合と大差はないが，総括的に前者より

不良の様である．

結局網成りに於てはＣ網が最も悪く，Ａ,Ｂ網の方が良好であった．これはＣ網の沈子が

不足している事，敷網がない事，又浮子が多すぎる事等によると老えられるが，Ａ,Ｂ網が

共に中層式構造で流水抵抗面を減少させている事が大きく影響しているものと思われる。

蕊網の状態は前報(2)の場合より良好であったのも幅に対する深さの割合を大きくした設
計上の効果が瀬れたものと考えられる。
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に依って０～0.7cm/sec以上の風力を感ずる時は測定を中止した.…

第２図

測定結果を実物網の場合に換算して図示すると第２図の通りとなる．これにより明かな

ように流速45cm/sec程度以下ではどの流向の場合でも同じ速さの流速に対する抵抗はＣ網

の方がＡ,Ｂ網より大きい．叉流向「い」と「ろ」の場合で，同じ網が同じ速さの流速の

ときの抵抗を比較してみると，Ｃ網はどの流向についても殆んど差がないが，ＡとＢ網は

共に流向「い」の場合に大きく「ろ」の場合に対しては，はるかに小さいことが分る．

然し抵抗増加の状態はどの流向の場合も全く同じ傾向を示しゥＲを網地にかムる流水の

全抵抗(Ｔon)とし，流速をVcm/secとするとＲ＝KVnなる拡物線で表され，流向「い」の場

合のＡ,Ｂ,Ｃ網のnの値は夫麦1.27,1.9,1.56,Ｋは夫交0.52,0.71,0.27で与えら

れ，流向「ろ」の場合のｎは夫為1.72,1.68,1.21,Ｋは夫を0.78,0.49,0pllとなる．

Schorygin，(6)宮崎,の宮本(8)等の報告にもある、＜２の原則は本実験網のよう蔵特殊．
の構造の場合も相当の開きはあるが変りない．
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金森，江波一プリ落網の改良に関する研究（第２報〕

６．土俵のずれの相対的比較

装置の関係で，所謂土俵の余れの限界を知ることは困難であったので，流速９０cm/Secの

場合に於て20sec間の土俵のずれの距離を三者に於ける土俵の余れの相対的比較の評定と

した．この場合の規準土俵は流向「い」「ろ」については台土俵，「は」については心張

の沖の土俵，胴張りの土俵及び突当りの土俵，「に」については心張の陸側，及び端口の

障子網の土俵左選んで観察を試みた．

その結果は第３表に示す通りである．これに依るとＡ,Ｂ網は共に流向「い｣の場合が流上

向「ろ」の場合よりも土俵の奉れが大きく，ｃ網については殆どその差が無い様である・

との事は前述の網成り,及び抵抗測定の結果と併せ考えて,網地の流れに対する抵抗面積の

相違によるものと考えられる．一般的に通常の落網では運動場台の固定力と嚢網台の固定

力との比は1叉は1に近い値にすることが普通で,宮本博士はこれ左理論的に導いている.(9〉
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(数字は流速90cm/secのときの土俵のずれの巨離cm/20sec〕
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本網のような特殊な中層式片落網でもこの値が望ましいことは前報(2)で報じたが，本実験

:結果からゑて無駄の少い土俵の配置をなす為には，この点について更に研究の必要.である

ことを感じ今後精密な実験によってその間の関係を究明する予定･てある．

同じ流速に対するＡ,Ｂ,Ｃ各網の安定度をみると，，どの流向についても土俵のずれの

少いのはＡ,Ｂ,Ｃの順序であることが分る．

結局土俵のずれから各網の安定の度合を相対的に比較するとＡうＢ,Ｃの順･で，Ｃ網が

特に不安定であるのは，土俵の数の少いことと，余剰浮力が大きいので固定力が削減され

ている為･であると考えられる．‘．
ｆＯ’

１７．むす必ぴ

以上Ａ,Ｂ,Ｃ網，即ち二種の中層式片落網と普通の片落網について，模型実験によっ

て，水流に対する網成り，抵抗，土俵のずれ等について夫ﾉ圏『相対的比較を試みたところ，

水面下に敷設する構造の網の優位性が実験的に確められた．

1951,52年には小塙氏(↓'.'りが鮭を目的として両溜式改良底建網を実際に建込んで好果

を牧め1953年に原本藤十郎氏（静岡県賀茂郡城東村北川）が二種類の両溜底層式落網を，

増川敏郎氏（北海道島牧郡西島牧村元町）は両溜中層式落網を何れもブリを主眼として敷

入れて成果を挙げつムあり，何れも資材，人員，流水抵抗の節減と漁獲物の増獲の可能性

について実証，或は推察している．

本実験に使用した中層式落網の設計構造については，この実験網をもって絶対的なもの

とするのではなく一つの標準型を示したものに過ぎない。従って設計に当っては海況要因

及び海底要因に応じた検討が加えられなければならぬことは勿論，目的魚の群衆生態的裏

付けが必要である．例えば吾ﾉ&『の経験によっても知るとおりプワはクラ，サケ，マスなど

ど同様に網に入ってから逃路を求めて更に導いた狭い場所に集ろ性質をもっているようで

あり，叉沿岸近くでは海底の溝谷に浴うて海底すれずれに溝泳して網に入るものが多いこ

となどで，最近一般のプワ落網が箱網から更に二重落し註装備して即ち狭い嚢網に魚を牧

容していることなどは中層式叉は底層式落網の設計上の着眼点なのであり，との種の網の

今後の新しい技術的発展左期するために網のfもつ物理的性状の基礎理論を究明すると共に

3２
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漁獲の解析からみた魚群の生態を明らかにしていかねばならぬことを附記するものであ

る･

本研究は文部省総合科学研究費による「漁網の研究」の分担研究である．実験に当って

終始御鞭鍵を賜った田内，宮本両博士及び実験に当って色,喝『御助力を賜った本学部黒木，

高橋両先生叉資料の実地調査に便宜を与えて下さった内ノ浦漁業協同組合の関係者の方麦

に厚く感謝する次第である．
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〃

Newlydesignedtwokindsofmid-1ayerTrapNetwereresearchedincom-

parisonwiththeconventionalｃｏｍｍｏｎｔｒａｐｎｅｔｕｓｅｄｉｎＫａｇｏｓｈｉｍａｐｒefecture

throughmodelexperimentmethodbytheauthors･

TheexcellenceoftheseKindsoftraｐｎｅｔｏｖｅｒｔｈｅｃｏｍｍｏｎｏｎｅｓｉｎｔｈｅｉｒ

ｆｏrms，currentresistancestrengthandirithesandbag-slippingdegreesWas

ascertainedbytheseeXperiments．
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宮崎干博：鮭鱒落網の模型実験日水学会誌１１（３）１９４２

宮本秀明：定置網の模型並に実地試験日水学会誌１３（６）１９４８，１３（２）１９４７，１４（１）194＆

同上：定置網の研究東海区水研研究報告笛2号（1951）

同上：定置網漁諭（昭和19年〕

小塙･山本：漁具漁法(改良底建網による)試験報告北海道立水産試験場網走支場(昭和26年)′

同上：改良底蓮網漁業試験指導報告北海道立水産試験場網走支場〔昭和27年）
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